

民医連中央病院太子道診療所

　　　　「こころとからだ相談外来」
　
　２年以上前から「こころとからだ相談外来」を始められた菅野知子小児科医に、昨今の子どもたちがおかれている状況や問題をうかがいました。この外来は、心と体を別々のものとみなさず、一人の人間としてどちらも一緒に診たいという菅野医師の思いが結実して設けられました。菅野医師はご自分の子どもさんをはじめ、ホームスクーリングの仲間の子どもたちや相談外来に来る子どもたちが、学校へ行かずに成長する過程をずっと見てこられました。その豊富なご経験から、子どもの成長と人間形成について、また人間の生き方について、確かな視点をもったお話を聞くことができました。

　菅野医師は、学校へ行けなくてしんどい子どもたちや、学校へは行っているけれども様々な身体症状が出ている子どもたちを診てきて、学校が子どもにとって安心していられる場所になっていないのではないか、と言います。不登校は、子どものなんらかのＳＯＳの場合もあれば、単に学校という容れ物がその子に合わないという場合もあります。相談に来られた方には、学校へ行っていないことを否定的に見るのではなく、不登校はこれからを前向きに生きるためのひとつのチャンスととらえ、『今、家に居る生活』を肯定的に考えられるように話をします。「みんなが行っている学校に自分だけ行けない」という子どもの罪責感と、「自分の子育てが悪かったのでは」という親の自責の念とを、できるだけ軽くするように心がけています。

　長く、ホームスクールで育つ子どもたちを見てこられて、「それぞれの子どもが、その子なりの時計でしっかり成長していくのを見るのは喜びです」とおっしゃいます。「大人は、教科書とノートとドリルがなければ、学力はつかないと思い込んでいますが、植物を育てたり、動物や虫を飼ったり、お料理や漫画やゲームも学びそのもの。彼らは、競争と無縁の好きなことや体験から学んで行って、やらされる勉強をしていないので、ある年齢に達して学習を始めると、とても新鮮に感じるようで、吸収力が大きい印象をもちます。」とも。学校でするような系統だった勉強に最も適した年齢は、20代、30代だと言う説もあるそうです。

　「今、自分が好きになれない、『どうせぼく（私）なんか』と、自己肯定感が持てないで悩む子どもたちが多いです。が、同じ事を子どもだけでなく親にも感じることがあります。それは、社会全体の子どもと親を取り巻く環境の変化によるように感じられます。子どもたちは、同じ学年の子ども社会になんとか自分を合わせようとして気を遣い、緊張を強いられた生活をしています。仲間はずれになるのをとても恐れるので、思ってることが言えなかったり、どのグループに帰属するかということに多くのエネルギーを費やしているのです。また家庭では、いつもおとなの監視下にいて、無意識に大人の期待に沿う『良い子』を演じさせられています。一方親は、本来社会全体でするべき子育てを、孤立してやらなければならず、～でなければならないとか、失敗が許されない圧迫感があり、何か問題が起きれば、子ども本人や、その家庭や母親の責任とみなされるような風潮があります。親も子もとても生きづらい社会だなと感じます」。

菅野医師は、子育てをめぐる社会の変化と併せて、学校制度の問題にも目を向けています。「学校は子どもが成長していくのにとても大事な所ですが、時代とともに社会が大きく変化しているにもかかわらず、学校は戦前の国民学校令がでたときのままとも言える。クラス編成も変わらず、法律も変わらず、旧態依然としているんですね。」

　「英・米国など諸外国では、ホームスクーリングは、学校外教育のひとつとして法的に認められていて、関連団体もたくさんあり、米国では２００万人の子どもがホームスクールで育っています。日本では、学校外教育の選択肢が情報として示されないので、学校へ行けなくなるとすぐに親子共に不安になり追いつめられるという状況にあります。学校を絶対視せず、相対化して、学校以外の選択肢が社会的に認知されるよう発信したい」とおっしゃっていました。

　「こころとからだ相談外来」は、先に一般外来（電話予約）で診察を受け、予約すると受診できます。親子一緒に、子どもだけ、親だけ、などゆっくり話を聴いてくださいます。子どもがしんどくてどうしても出て来れない時は、親だけでも相談に行けます。ＡＤ／ＨＤ、自閉症などそれぞれの子どもの事情、あるいは家庭的な背景によって、発達心理・臨床心理・精神科医、および他の病院、機関とも連携してきめ細やかな対応をしておられます。「お母さんが落ち込んじゃうと、子どもの元気もなくなりますから」と、母親をしっかり支えてくださる菅野医師。この医師との出会いで、ずいぶん多くの親子が悩みを軽くしてもらっているのではないでしょうか。

(『あんだんて通信』No.10　二〇〇四年一一月　から転載)

民医連中央病院太子道診療所　「こころとからだ相談外来」


住所　〒604-8454　京都市中京区西ノ京小堀池町１８－１


TEL（代表）０７５－８２２－２６６０


◎小児科一般外来（予約）


電話受付専用電話　０７５－８２２－３１３０


午前診６：００～１１：３０　午後診１６：００～１８：３０


予約に関する問合せ　０７５－８２２－２３８３（８：３０～）


※菅野知子医師は月曜日午前担当


◎こころとからだ相談外来（要予約）


火曜日（第１、２、３、４）１４：００～１７：００


木曜日（第１、３）　　　　　９：００～１３：００　














